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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インジウムハロゲン化物及びバッファガスを有する充填ガスを含むガス放電容器を有し
、可視域スペクトラムで放射する少なくとも1つの蛍光体を含む蛍光層を有し、電極と低
圧ガス放電を生じさせ維持するための手段とを有する低圧ガス放電ランプ。
【請求項２】
　請求項1に記載の低圧ガス放電ランプにおいて、前記蛍光層からの放射は前記ガス放電
からの放射と共に白色光を形成することを特徴とするランプ。
【請求項３】
　請求項1に記載の低圧ガス放電ランプにおいて、前記蛍光層は560nm～590nmの範囲で放
射するオレンジイエロー蛍光体を含むことを特徴とするランプ。
【請求項４】
　請求項1に記載の低圧ガス放電ランプにおいて、Y3Al5O12:Ce及び(Y1-xGdx)3(Al1-yGay)

5O12:Ce(0<x<1、0<y<1)から形成される群から選択されるオレンジイエロー蛍光体を含む
蛍光層を特徴とするランプ。
【請求項５】
　請求項1に記載の低圧ガス放電ランプにおいて、前記蛍光層は、スペクトラム範囲510～
560nmの放射帯域を持つ緑色蛍光体及びスペクトラム範囲590～630nmの放射帯域を持つ赤
色蛍光体を含むことを特徴とするランプ。
【請求項６】
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　請求項1に記載の低圧ガス放電ランプにおいて、前記蛍光層は、Sr2CeO4:Eu,Y2O3:Eu,Bi
; (Y,Gd)2O3:Eu,Bi;Y(V,P)O4:Eu; Y(V,P)O4:Eu,Bi; SrS:Eu及びY2O2S:Euから形成される
群から選択される赤色蛍光体並びに(Ba,Sr)Mg,Al10O17:Eu,Mn;ZnS:Cu,Al,Au;SrGa2S4Eu;(
Sr,Ba,Ca)(Ga,Al)2S4:Eu;(Y,Gd)BO3:Ce,Tb; (Y,Gd)2O2S:Tb及びLaOBr:Ce,Tbから形成され
る群から選択される緑色蛍光体を含むことを特徴とするランプ。
【請求項７】
　請求項1に記載の低圧ガス放電ランプにおいて、前記蛍光層は、スペクトラム範囲510～
560nmの放射帯域を持つ緑色蛍光体、スペクトラム範囲590～630nmの放射帯域を持つ赤色
蛍光体及びスペクトラム範囲420～460nmの放射帯域を持つ青色蛍光体を含むことを特徴と
するランプ。
【請求項８】
　請求項1に記載の低圧ガス放電ランプにおいて、前記蛍光層は、Sr2CeO4:Eu,Y2O3:Eu,Bi
; (Y,Gd)2O3:Eu,Bi;Y(V,P)O4:Eu; Y(V,P)O4:Eu,Bi; SrS:Eu及びY2O2S:Euから形成される
群から選択される赤色蛍光体、(Ba,Sr)Mg,Al10O17:Eu,Mn;ZnS:Cu,Al,Au;SrGa2S4Eu;(Sr,B
a,Ca)(Ga,Al)2S4:Eu;(Y,Gd)BO3:Ce,Tb; (Y,Gd)2O2S:Tb及びLaOBr:Ce,Tbから形成される群
から選択される緑色蛍光体並びに(Ba,Sr)Mg,Al10O17:Eu;(Ba,Sr)5(PO4)3(F,Cl):Eu;Y2SiO

5:Ce;ZnS:Ag及びLa0.7Gd0.3OBr:Ceから形成される群から選択される青色蛍光体を含むこ
とを特徴とするランプ。
【請求項９】
　請求項1に記載の低圧ガス放電ランプにおいて、前記ガス放電容器は外側バルブによっ
て囲まれ、前記ガス放電容器の外面は前記蛍光層でコーティングされることを特徴とする
ランプ。
【請求項１０】
　請求項1に記載の低圧ガス放電ランプにおいて、前記ガス放電容器は外側バルブによっ
て囲まれ、前記外側バルブは前記蛍光層でコーティングされることを特徴とするランプ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水銀フリー充填ガスを有するガス放電容器を有し、電極と低圧のガス放電を
生じさせ維持するための手段とを有する、低圧ガス放電ランプに関する。
【背景技術】
【０００２】
　低圧ガス放電ランプにおける発光は、電荷担体(特には電子であるがイオンも)が、ラン
プの電極間の電界によって強く加速され、この電荷担体のランプ内の充填ガスのガス原子
又は分子との衝突が、これらのガス原子又は分子を励起又はイオン化させるという原理に
基づくものである。充填ガスの原子又は分子が基底状態に戻るときに、励起エネルギーの
相当な部分は放射線に変換される。
【０００３】
　従来の低圧ガス放電ランプは、充填ガス中に水銀を有する。充填ガス中の水銀は、その
使用、製造及び処理が環境に対して脅威となるため、現代の大量生産製品において可能な
限り避けられるべきである環境的に有害で有毒な物質であるとますます考えられるように
なっている。
【０００４】
　水銀低圧ガス放電ランプの他の欠点は、水銀蒸気が主に、電磁スペクトラムの短波、高
エネルギー、不可視のUVC範囲の放射線を発し、この放射線が、蛍光体によって最初にず
っと低いエネルギーレベルの可視放射線に変換されなければならないということにある。
この方法では、このエネルギー差が望ましくない熱放射に変換される。
【０００５】
　低圧ガス放電ランプのスペクトラムが、充填ガスの水銀を他の物質で置換することによ
って影響されることができることは既に公知である。
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【０００６】
　例えば、GB 2 014
358は、放電容器と、電極と、UVエミッタとして少なくとも1つの銅ハロゲン化物を含む充
填材とを有する低圧ガス放電ランプを開示する。この銅ハロゲン化物を含む低圧のガス放
電ランプは、可視域だけでなく324.75及び327.4nm周辺のUV範囲において放射する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、一般照明用の水銀フリー低圧ガス放電ランプを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明によれば、この目的は、インジウム化合物及びバッファガスを有する充填ガスを
含むガス放電容器を有し、可視域スペクトラムで放射する少なくとも1つの蛍光体を含む
蛍光層を有し、電極と低圧ガス放電を生じさせ維持するための手段とを有する低圧ガス放
電ランプによって達成される。
【０００９】
　本発明によるランプにおいて、分子ガス放電が低圧で起こり、このガス放電は、電磁ス
ペクトラムの可視及び近UVA範囲の放射線を発する。この放射線は、410及び451nmの周辺
のインジウムの特性線以外に、320～450nmの範囲の広い連続スペクトルも含む。この放射
線は分子放電から生じるため、インジウム化合物の種類、可能な他の添加剤並びに内部ラ
ンプ圧及び動作温度により、連続スペクトラムの厳密な位置を制御することを可能にする
。
【００１０】
　蛍光層とあわせて、本発明によるランプは、従来の低圧の水銀放電ランプよりも大幅に
高い視感効率を有する。ルーメン/ワットで表される視感効率は、特定の可視波長範囲の
放射線の明るさと放射線を生成するためのエネルギーとの間の比である。本発明によるラ
ンプの高い視感効率は、特定の光量がより小さい電力消費量で得られることを意味する。
【００１１】
　その上、水銀の使用が回避される。
【００１２】
　一般照明のために、ランプは蛍光層と組み合わせられる。ストークス変位によって生じ
る損失が小さいため、100ルーメン/ワットを上回る高い視感効率を有する可視光が得られ
る。
【００１３】
　ガス放電からの放射線と蛍光層の蛍光体からの放射線とが白色光を形成する場合、本発
明によって、現状技術と関連して特に有益な効果が提供される。
【００１４】
　本発明の範囲内で、蛍光層が、560nm～590nmの範囲で放射するオレンジイエロー蛍光体
を含むことが好適であり得る。
【００１５】
　特に好ましいのは、Y3Al5O12:Ce及び(Y1-xGdx)3(Al1-yGay)5O12:Ce(0<x<1、0<y<1)から
形成される群から選択されるオレンジイエロー蛍光体を含む蛍光層である。
【００１６】
　更に、蛍光層が、スペクトラム範囲510～560nmの放射帯域を持つ赤色蛍光体及びスペク
トラム範囲590～630nmの放射帯域を持つ緑色蛍光体を含み、蛍光層が特に、Sr2CeO4:Eu,
Y2O3:Eu,Bi; (Y,Gd)2O3:Eu,Bi;Y(V,P)O4:Eu; Y(V,P)O4:Eu,Bi; SrS:Eu及びY2O2S:Euから
形成される群から選択される赤色蛍光体並びに(Ba,Sr)Mg,Al10O17:Eu,Mn;ZnS:Cu,Al,Au;S
rGa2S4Eu;(Sr,Ba,Ca)(Ga,Al)2S4:Eu;(Y,Gd)BO3:Ce,Tb; (Y,Gd)2O2S:Tb及びLaOBr:Ce,Tbか
ら形成される群から選択される緑色蛍光体を含むことが好ましい。
【００１７】
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　本発明の他の実施例によると、蛍光層は、スペクトラム範囲510～560nmの放射帯域を持
つ赤色蛍光体、スペクトラム範囲590～630nmの放射帯域を持つ緑色蛍光体及びスペクトラ
ム範囲420～460nmの放射帯域を持つ青色蛍光体を含み、特に、Sr2CeO4:Eu,Y2O3:Eu,Bi;(Y
,Gd)2O3:Eu,Bi;Y(V,P)O4:Eu; Y(V,P)O4:Eu,Bi; SrS:Eu及びY2O2S:Euから形成される群か
ら選択される赤色蛍光体、(Ba,Sr)Mg,Al10O17:Eu,Mn;ZnS:Cu,Al,Au;SrGa2S4Eu;(Sr,Ba,Ca
)(Ga,Al)2S4:Eu;(Y,Gd)BO3:Ce,Tb; (Y,Gd)2O2S:Tb及びLaOBr:Ce,Tbから形成される群から
選択される緑色蛍光体並びに(Ba,Sr)Mg,Al10O17:Eu;(Ba,Sr)5(PO4)3(F,Cl):Eu;Y2SiO5:Ce
;ZnS:Ag及びLa0.7Gd0.3OBr:Ceから形成される群から選択される青色蛍光体を含む。
【００１８】
　本発明の他の実施例によれば、ガス放電容器が外側バルブによって囲まれ、ガス放電容
器の外面は蛍光層でコーティングされる。本発明による低圧ガス放電ランプによって、イ
ンジウムを含む充填ガスによって生成される300nm～450nmのUV範囲の放射線が放射され、
通常の種類のガラスでは吸収されることなく実質的に損失無しに放電容器の壁を通過する
。従って、蛍光体コーティングは、ガス放電容器の外側に供給されることができる。これ
は、製造工程の簡略化を生じる。
【００１９】
　ガス放電容器が外側バルブによって囲まれ、外側バルブが蛍光層でコーティングされる
場合、更に向上された効率が達成される。この場合、外側バルブは熱反射器としても働く
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　本発明のこれらの及び他の側面は、以下に説明される実施例を参照して説明され明らか
にされる。
【００２１】
　図1に示した実施例において、本発明による低圧ガス放電ランプは、放電空間を囲む管
状ガス放電容器1から成る。内側電極2は、管の両端で密閉されており、これらの電極を介
してガス放電は点火可能である。この低圧ガス放電ランプは、ランプホルダ及びランプキ
ャップ3を有する。ランプホルダ内又はランプキャップ内には電気安定器が公知の態様で
組み込まれ、この安定器は、ガス放電ランプの点火及び動作を制御するのに用いられる。
他の実施例(図1に示さず)において、低圧ガス放電ランプは代替的に外部の安定器を介し
て動作及び制御されることができる。
【００２２】
　ガス放電容器は、代替的に、複数回曲げられた又はコイル状の管を外側バルブによって
囲んだものとなるように実現されることができる。
【００２３】
　好適には、ガス放電容器の壁は、300nm～450nmの波長を持つ紫外線に対して透明なガラ
ス種類でできている。
【００２４】
　充填ガスとしては、最も単純な場合には、インジウムハロゲン化物1～10μg/cm3及び不
活性ガスが使用される。不活性ガスは、ガス放電がより容易に点火されることを可能にす
るバッファガスとしての役割を果たす。バッファガスとしては、好適にはアルゴンが使用
される。アルゴンは、他の不活性ガス(ヘリウム、ネオン、クリプトン又はキセノン等)に
よって完全に又は部分的に置換されてもよい。
【００２５】
　ルーメン効率は、タリウム、銅及びアルカリ金属のハロゲン化物から成る群の中から選
択される添加物を充填ガスに追加することによって劇的に改善されることができる。効率
は、また、ガス雰囲気中で2つ以上のインジウムハロゲン化物を組み合わせることによっ
ても改善されることができる。
【００２６】
　効率は、ランプの内圧を動作中に最適化することによって更に改善されることができる
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。バッファガスの冷間充填圧力は、最大10mbarである。好適には、この圧力は、1.0～2.5
mbarの範囲内である。
【００２７】
　他の有利な手段に従って、適切な構成手段によってランプの動作温度を制御することに
よって低圧ガス放電ランプのルーメン効率の増加が達成可能であることが分かった。ラン
プの直径及び長さは、外の温度が25℃のときに、内部の温度が動作中に170～285℃の範囲
になるように選択される。この内部温度は、放電により容器に温度差が生じる際のガス放
電容器の最も冷たい箇所に関する。
【００２８】
　内部温度を上昇させるためには、ガス放電容器は、更に赤外線反射層でコーティングさ
れてもよい。好適には、インジウム添加スズ酸化物の赤外線反射コーティングが使用され
る。
【００２９】
　この場合、インジウム塩化物を含む充填ガスを有する低圧ガス放電ランプ中で、動作中
最も冷たい箇所の温度が、170～210℃の範囲内にあるべきであり、温度200℃が好ましい
ことが分かった。同様に、インジウム臭化物を含む充填ガスの場合、最も冷たい箇所の温
度は約210～250℃の範囲にあるべきであり、約225℃が好ましい。インジウムヨウ化物を
含む充填ガスの場合、最も冷たい箇所の温度は約220～285℃の範囲にあるべきであり、約
255℃が好ましい。
【００３０】
　上述の3つの手段の組合せも有利であることが分かった。
【００３１】
　本発明による低圧ガス放電ランプの電極のための適切な物質は、例えば、ニッケル、ニ
ッケル合金又は高い融点を持つ金属(特にタングステン及びタングステン合金)を含む。ま
た、タングステンとトリウム酸化物又はインジウム酸化物との複合材料も、適切に用いら
れることができる。
【００３２】
　図1の実施例において、ランプのガス放電容器の内面は、蛍光層4でコーティングされる
。低圧ガス放電ランプによって発される放射線は、304、325、410及び451nm周辺に放射帯
域を有し、また、可視域の青色範囲内の連続的な分子スペクトルも有する。この放射線は
、可視域の光5を放射するようにリン層のリンを励起する。
【００３３】
　蛍光層の蛍光体の化学組成及び充填ガスの化学組成は、共同で、発せられる光のスペク
トラム又はその色調を決定する。蛍光体として適切に用いられることができる物質は、生
成される放射線を吸収し、三原色(赤、青及び緑)等の適切な波長範囲で前記放射線を発し
、高い蛍光量子収量が達成されることを可能にしなければならない。スペクトラムのUV及
び青色領域における低圧ガス放電ランプの放射は、白色光を得るために、蛍光層の蛍光体
についての本発明による3つの概念を用いることにより補われる。
【００３４】
　1.　合計の放射線に対する青色の寄与として、約451nmのガス放電の放射帯域が用いら
れ、約304、325及び410nmのガス放電の放射帯域は、連続的な分子スペクトラムと同様に
、適切な蛍光体によって青の補色の光(例えばイエローオレンジ)に変換される。青とイエ
ローオレンジとの組合せは、白を与える。
【００３５】
　第1の概念のために適切な蛍光体は、スペクトラムのイエローオレンジ範囲の広帯域に
おいて放射する蛍光体、例えばガーネット群のY3Al5O12:Ce及び(Y1-xGdx)3(Al1-yGay)5O1
2:Ce(0<x<1、0<y<1)である。
【００３６】
　2.　合計の放射線に対する青色の寄与として、約451nmのガス放電の放出帯域が用いら
れ、約304、325及び410nmのガス放電の放射帯域は、連続的な分子スペクトラムと同様に
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、適切な蛍光体によって青の2つの補色の光(即ち赤及び緑)に変換される。青、赤及び緑
の組合せは、白を与える。
【００３７】
　590～630nmのスペクトラム域で放射する赤色放射蛍光体及び510～560nmのスペクトラム
域で放射する緑色放射蛍光体が必要である。適切な赤色蛍光体は、Sr2CeO4:Eu,Y2O3:Eu,B
i;(Y,Gd)2O3:Eu,Bi;Y(V,P)O4:Eu; Y(V,P)O4:Eu,Bi; SrS:Eu及びY2O2S:Euから形成される
群から選択され、適切な緑色蛍光体は、(Ba,Sr)Mg,Al10O17:Eu,Mn;ZnS:Cu,Al,Au;SrGa2S4
Eu;(Sr,Ba,Ca)(Ga,Al)2S4:Eu;(Y,Gd)BO3:Ce,Tb; (Y,Gd)2O2S:Tb及びLaOBr:Ce,Tbから形成
される群から選択される。
【００３８】
　3.　合計の放射線に対する青色の寄与として、約451nmのガス放電の放射帯域が用いら
れ、約304、325及び410nmのガス放電の放射帯域は、連続的な分子スペクトラムと同様に
、適切な蛍光体によって白の3つの成分(即ち赤、緑及び青)を持つ光に変換される。ガス
放電からの1次放射線の追加の青色成分は、より高い色温度を有する白色を生じる。
【００３９】
　第3の概念のための適切な蛍光体の組合せは、赤の蛍光体がSSr2CeO4:Eu, Y2O3:Eu,Bi; 
(Y,Gd)2O3:Eu,Bi;Y(V,P)O4:Eu; Y(V,P)O4:Eu,Bi; SrS:Eu及びY2O2S:Euから形成される群
から選択され、緑の蛍光体が(Ba,Sr)Mg,Al10O17:Eu,Mn;ZnS:Cu,Al,Au;SrGa2S4Eu;(Sr,Ba,
Ca)(Ga,Al)2S4:Eu;(Y,Gd)BO3:Ce,Tb; (Y,Gd)2O2S:Tb及びLaOBr:Ce,Tbから形成される群か
ら選択され、青の蛍光体が(Ba,Sr)Mg,Al10O17:Eu;(Ba,Sr)5(PO4)3(F,Cl):Eu;Y2SiO5:Ce;Z
nS:Ag及びLa0.7Gd0.3OBr:Ceから形成される群から選択される。
【００４０】
　本発明の異なった実施例によると、蛍光体又は蛍光体の組合せは、ガス放電容器の内部
には供給されず、その外部に供給される。なぜなら、インジウムを含む充填ガスによって
生成される300nm～450nmのUV範囲の放射線は、通常の種類のガラスによっては吸収されな
いためである。
【００４１】
　図2の他の実施例において、低圧ガス放電ランプは、低圧ガス放電のためのガス放電容
器を形成する内側バルブ1を有する。この内側バルブ1は管状で、U字型に曲げられ、洋ナ
シ形の外側バルブ6によって包囲される。内側バルブ及び外側バルブは、共通のベース7に
取り付けられる。
【００４２】
　内側バルブは、複数回曲げられた又はコイル状の管となるように実現されることができ
る。
【００４３】
　外側バルブの形状に関しては、白熱電灯から知られるあらゆる形状(例えば球形、キャ
ンドル形状又はドロップ形状)が、選択されることができる。
【００４４】
　本発明の他の実施例によれば、内側バルブ及び外側バルブは、ロッド形、リング形又は
U字型の同軸管である。
【００４５】
　内側バルブは、好適には、白熱電灯及び発光チューブの製造のために慣習的に用いられ
る種類のガラスでできている。これは、例えば、SiO2を69～73%、Al2O3を1～2%、MgOを3
～4％、Na2Oを15～17％、CaOを4.2～4.6％、BaOを0.1～2％、及びK2Oを0.4～1.6％含むナ
トリウム石灰ケイ酸塩ガラスである。これらの種類のガラスは、インジウムを含む充填ガ
スによって生成される300nm～450nmのUV域の放射線に対して透明である。外側バルブは、
また、通常の種類のランプガラスから作製されてもよい。
【００４６】
　ガス放電容器又は外側バルブ上に蛍光体コーティングを供給するために、静電蒸着又は
静電的に支持されたスパッタリング等のドライコーティング法、そして、ディップコーテ
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ィング又は噴霧等のウェットコーティング法を使用することができる。
【００４７】
　ウェットコーティング法のために、蛍光体は、水並びに必要ならば分散剤、界面活性剤
及び消泡剤又は結合剤調製試料と組み合わせた有機溶媒の中に分散されなければならない
。本発明による蛍光体のための適切な結合剤調製試料は、分解、脆化又は変色無しに250
℃の動作温度に耐えることができる有機又は無機の結合剤を含む。
【００４８】
　蛍光体調製試料の溶媒として、好適には、ポリメタクリル酸又はポリプロピレン酸化物
等の増粘剤が加えられた水が用いられる。通常、分散剤、脱泡剤、及び、酸化アルミニウ
ム、アルミニウム酸窒化物又はホウ酸等の粉末添加物等の他の添加剤が用いられる。蛍光
体試料は、注入、フラッシング又は噴霧によって外側バルブの内側に供給される。コーテ
ィングは、続いて熱気によって乾燥される。これらの層は、一般に1～50μmの範囲の層厚
を有する。
【００４９】
　本発明の他の実施例によれば、外側バルブの壁は、高分子合成樹脂及び1つ以上の蛍光
体を含む材料でできている。特に適切な高分子合成樹脂は、ポリメチルメタクリレート(P
MMA)、ポリエチレンテレフタレート(THV)、フルオロエチレンプロピレン(FEP)又はポリビ
ニルジフルオライド(PVDF)である。
【００５０】
　1つ以上の蛍光体を含む高分子合成樹脂の外側バルブのためには、蛍光体粉末が好適に
は合成樹脂ペレットと混合させられて、続いて押し出されて、フォイルを形成するよう圧
延される。このフォイルは、続いて、外側バルブに形成されることができる。
【００５１】
　ランプが点火されると、電極によって放出される電子は充填ガスの原子及び分子を励起
し、特性放射線及び320～450nmの範囲の連続的なスペクトラムからの紫外線を発する。
【００５２】
　放電は、充填ガスを加熱して、所望の蒸気圧と光の出力が最適である170～285℃の範囲
の所望の動作温度とを達成する。
【００５３】
　インジウムを含む充填ガスによって生成される300nm～450nmのUV範囲の放射線は、蛍光
層上に入射し、これにより、この層に可視放射線を放射させる。
【００５４】
　例1
　インジウムを含む充填ガスによって生成される300nm～450nmのUV範囲の放射線に対して
透明なガラスの円筒状放電容器は、長さ15cm、直径2.5cmで、タングステンの内部電極を
備える。放電容器は排気され、同時に、0.3mgのインジウム臭化物の投与が追加される。
また、アルゴンが、1.7mbarの冷間圧力で導入される。
【００５５】
　蛍光層のために、Y3Al5O12:Ceが分散剤を有するブチルアセテートの中に懸濁され、続
いて、これが、流し塗りによって標準のガラスで作製された電球の内部に塗布され、厚さ
500nmの層に乾燥させられ、約400℃で焼き飛ばされた。外部交流電源からの交流が供給さ
れ、ルーメン効率は225℃の動作温度で測定される。ルーメン効率は、100Lm/Wである。
【００５６】
　例2
　ガス放電容器のための外側コーティングを製造するために、最初に7.5重量パーセント
のSrGa2S4:Eu、7.5重量パーセントの(Y,Gd)2O3:BiEu、分散剤としての0.75重量パーセン
トのナトリウムポリアクリレート及び消泡剤としての0.075重量パーセントのポリエチレ
ンプロピレン酸化物の分散液が、凝集した蛍光体が分散するまで混合ミル中で水による湿
式粉砕プロセスを受ける。洗浄されて焼かれた電球は、この分散液に浸漬され、続いて48
0℃で焼成される。塗布される蛍光体の量は、5.0gである。
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【００５７】
　例3
　外側バルブのためのコーティングを製造するために、16gのBa2SiO4:Eu、8gの(Y,Gd)2O3
:Bi,Eu及び25gのポリエチレンテレフタレートが、100gのアセトン/トルオール混合物中に
溶解される。10gのこの溶液が電球内部に噴霧される。続いて、コーティングは空気流の
中で乾燥される。コーティングされた外側バルブ、内側バルブ、安定器及びスタータは、
共同で共通ベース上に通例の態様で取り付けられる。
【００５８】
　例4
　蛍光体を有する高分子合成樹脂から外側バルブを製造するには、ポリメタクリル酸メチ
ルペレット90％、SrS:Eu5％及びZnS:Cu,Al,Au5％から成る混合物が、混合されて、約295
℃の温度でフィルムに押し出され、その後に、このフィルムは洋ナシ形のバルブに形成さ
れる。外側バルブ、内側バルブ、安定器及びスタータは、共同で共通ベース上に通例の態
様で取り付けられる。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】インジウム(I)化合物を含む充填ガス及びガス放電容器上に蛍光層を有する低圧
ガス放電ランプにおける光の生成を概略的に示す。
【図２】ガス放電容器及び外側バルブを有する本発明による低圧ガス放電ランプの概略の
断面図である。

【図１】 【図２】
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